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日
本
茜
の
お
世
話

　

7
月
19
日
、
大
勢
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
者
を
乗
せ
て
大
型
バ
ス
が
出
発
し

ま
し
た
。心
配
し
た
雨
は
な
く
一
安
心
で

し
た
が
、蒸
し
暑
さ
に
気
を
つ
け
な
が
ら

畑
に
向
か
い
ま
す
。

　

1
月
に
ホ
テ
ル
エ
ミ
オ
ン
京
都
で
種

を
ま
き
、5
月
に
畑
に
植
え
付
け
た
日
本

茜
は
、成
長
著
し
い
も
の
も
あ
れ
ば
、育

た
な
か
っ
た
も
の
も
あ
り
、ほ
ぼ
同
じ
条

件
で
も
成
長
に
個
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

畑
に
は
日
本
茜
以
外
の
野
草
や
、自

然
に
芽
を
出
し
た
植
物
が
種
類
様
々
に

生
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
取

り
除
き
、畑
を
き
れ
い
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
真
夏
の
強
烈
な
日
差
し
を
和
ら

げ
る
効
果
を
期
待
し
て
ひ
ま
わ
り
の
苗

を
間
に
植
え
ま
し
た
。猛
暑
を
乗
り
き
っ

て
日
本
茜
が
し
っ
か
り
育
ち
ま
す
よ
う

に
！里

山
の
つ
る
か
ご
編
み
で

自
然
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ

　

畑
作
業
は
午
前
中
で
終
え
、午
後
は

室
内
へ
移
動
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。美

山
に
自
生
す
る
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
、ヘ
ク
ソ
カ

ズ
ラ
、ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
が
材
料
で
す
。こ

れ
ら
の
つ
る
は
街
中
で
も
家
屋
や
塀
な

ど
に
絡
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で

す
。植
物
が
水
を
飲
む
の
を
や
め
る
秋

冬
が
採
集
に
適
し
て
い
る
と
の
こ
と
。新

聞
紙
を
ま
る
め
て
原
型
を
つ
く
り
、つ
る

を
絡
め
て
い
き
ま
す
。つ
る
を
増
や
し
て

編
み
こ
ん
で
い
く
と
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た

つ
る
が
徐
々
に
形
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

参
加
者
は
み
ん
な
草
月
流
の
い
け
ば
な

作
家
。そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
反
映
さ
れ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
か
ご
が
た
く
さ
ん
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

創
作
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
散
は
、
畑
作

業
と
は
種
類
の
違
う
充
実
感
で
す
。買
っ

て
き
た
材
料
で
は
な
く
里
山
生
ま
れ
の

材
料
か
ら
の
創
作
は
ま
た
格
別
。で
き

あ
が
っ
た
自
作
の
か
ご
に
お
花
を
い
け

る
の
も
楽
し
み
で
す
。里
山
の
自
然
と

関
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た（
一
社
）
日
本
茜
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
皆
さ
ま
、ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

草月 × 日本茜プロジェクト
No.16

INFORMATION  お知らせ

7月19日に開催された3回目のツアー。つるを編むワークショップの様子（左・中）と、日本茜の畑に大集合（右）。

染めて創ってGREEN×EXPO 2027へ！

©️Expo 2027

プロジェクトエントリー募集！

2
0
2
7
年
の
花
博
を
め
ざ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
よ
い
よ
本
番
で
す
。

今
回
か
ら
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
！ 

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

第
6
回
　
草
月
会
館
で
日
本
茜
染
色

京
都
か
ら（
一
社
）
日
本
茜
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆
さ
ま
を
お
招
き
し
て
、草
木
染
専

門
店
で
も
入
手
で
き
な
い
貴
重
な
美
山
産
の
日
本
茜
の
根
を
使
い
、染
色
体
験
を
し
ま

す
。草
月
会
館
の
い
け
ば
な
教
室
を
染
色
工
房
に
し
つ
ら
え
て
、日
本
茜
染
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
特
別
な
機
会
。

2
0
2
7
年
3
月
26
日（
金
）、ま
た
は 

3
月
27
日（
土
） 

ど
ち
ら
か
に
参
加

10
時
30
分
〜
16
時
30
分（
予
定
）　

場
所

：

草
月
会
館
教
室　

会
員
参
加
料

：
3
0
0
0
0
円　
（
素
材
・
昼
食
代
込
み
）

染
色
指
導

：
日
本
茜
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆
さ
ま

レ
ク
チ
ャ
ー

：

中
田
和
子
師
範（
草
月
流
本
部
講
師
）

　
第
7
回
　GREEN EXPO 2027

に
向
け
た
、個
人
作
品
制
作
＆
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
作
　

第
6
回
で
染
め
た
材
料
を
使
い
、イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
作
に
向
け
た
個
人
作
品
を
作
り
、さ
ら
に
現
地
会
場
で
の
制
作

を
行
い
ま
す
。下
記
の
内
容
が
含
ま
れ
ま
す
。

指
導

：

中
田
和
子
師
範（
草
月
流
本
部
講
師
）

①
個
人
作
品
制
作　
2
0
2
7
年
5
月
21
日（
金
）、ま
た
は
5
月
22
日（
土
） 

ど
ち
ら
か
に
参
加

10
時
30
分
〜
16
時
30
分（
予
定
）　

場
所

：

草
月
会
館
教
室 

会
員
参
加
料

：

3
5
0
0
0
円 （
素
材
・
昼
食
代
込
み
）

②
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
制
作　
2
0
2
7
年
7
月
21
日
（
水
）～
23
日
（
金
）　
＊
本
部
か
ら
制
作
日
時
を
割
り
振
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　

場
所

：GREEN

×EXPO 2027

屋
内
展
示
場
A（
横
浜
市
）  

＊
初
め
て
の
方
は
、別
途
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ン
ト
リ
ー
料
金
（
草
月
会
員
2
0
0
0
0
円
）が
か
か
り
ま
す（
支
部
エ
ン
ト

リ
ー
済
の
方
は
エ
ン
ト
リ
ー
無
料
）。　
＊GREEN EXPO2027

作
品
制
作
に
は
第
6
回
と
第
7
回
の
連
続
参
加
が
必
要

で
す
。両
方
の
ご
参
加
を
お
薦
め
い
た
し
ま
す
。セ
ッ
ト
割
引
（
第
6
回
＋
第
7
回 

会
員
参
加
料

：

6
0
0
0
0
円
）も
ご

ざ
い
ま
す
。＊
先
着
順
で
受
付
い
た
し
ま
す
の
で
お
早
め
に
。

［ 

お
問
合
わ
せ・エ
ン
ト
リ
ー 

］　
一
般
財
団
法
人
草
月
会
事
業
部　
日
本
茜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係

メ
ー
ル

：nihon-akane@
sogetsu.or.jp  

電
話

：

0
3-

3
4
0
8-

1
1
5
6
／
F
A
X

：

0
3-

3
4
0
5-

4
9
4
7

日本茜の色を確認する家元（右）。
作品試作をする中田和子師範（左）。
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INFORMATION  お知らせ

草
月
文
化
活
動
支
援
基
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2
0
2
6
年
7
月
〜
8
月
に
当
基
金
に

寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
左
記
の
通
り

で
す
。（
掲
載
は
一
万
円
以
上
、
敬
称
略
）

小
林
紫
虹
、竹
内
霜
光
、田
渕
紫
枝
、村

越
大
嶺
、牛
久
保
翠
吏
、さ
さ
や
く
絵
本

＆
草
月
流
コ
ラ
ボ
展
、齋
藤
瑛
康

嬉
し
い
受
賞

令
和
8
年
春
の
外
国
人
叙
勲
に
お
い
て
、マ

ラ
テ
ィ・パン
ド
ゥ
ラ
ン
さ
ん（
イ
ン
ド・チ
ェン
ナ

イ
支
部
長
）
と
ウ
ルス
ラ・
ペ
ー
ゲ
ルス
さ
ん

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・
パ
ー
ス
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
支
部
長
）が
、旭
日
単
光
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

令
和
７
年
秋
の
外
国
人
叙
勲
に
お
い
て
、

鈴
木
ジ
ョ
ア
ン
友
穂
さ
ん（
U
S
A
・
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ・
ベ
イ
エ
リ
ア
支
部
創

設
者
）が
、旭
日
単
光
章
を
受
章
し
ま
し

た
。

グ
レ
ー
フ
ェ・
彧
子
さ
ん（
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
支
部
設
立
メ
ン
バ
ー
）が
令
和
７

年
度
外
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

訃
報

中
谷
澄
江（
葛
幽
）　
石
川
県
／
理
事	

二
〇
二
六
年
七
月
二
十
一
日
　
享
年
百
一
歳	

深
澤
巴（
芳
巴
）　
群
馬
県
／
理
事	

二
〇
二
六
年
七
月
二
十
四
日
　
享
年
九
十
七
歳	

宮
永
シ
ヅ
エ（
草
静
） 

鹿
児
島
県
／
顧
問	

二
〇
二
六
年
七
月
二
十
六
日
　
享
年
八
十
七
歳	

福
島
絹
子（
凉
苑
）　
北
海
道
／
顧
問	

二
〇
二
六
年
八
月
二
十
一
日
　
享
年
九
十
五
歳

駒
形
ミ
チ
子（
虹
影
）　
新
潟
県
／
理
事	

二
〇
二
六
年
八
月
二
十
三
日
　
享
年
八
十
六
歳

創流祭
語学ボランティア募集！
創流 100 周年記念創流祭が開催される 2027
年 4 月、来日する海外会員をサポートしていただ
ける「語学ボランティア」を募集いたします。語
学力をいかし、世界中の草月人との絆を深める貴
重な機会です。語学レベルに応じて、無理のない
サポートをご依頼させていただきます。皆様のご
応募をお待ちしております。

【 ボランティア内容の例 】
●創流祭・記念パーティー・草月会館内での誘導、
案内や問合せ対応の通訳
●草月会館での会費や証書申請手続き対応時の
通訳
●家元研究科など本部講座での誘導、案内、通訳

【 応募方法 】
右のＱＲコードより詳細のご確認、
ご応募をお願いします。なお、Ｑ
Ｒコードご利用が難しい場合、海
外課までお気軽にお問合わせ、お
申込みください。

【 お問合わせ 】
一般財団法人草月会　海外課 
Tel: 03-3408-1151
E-mail: overseas@sogetsu.or.jp

REVIEW  レビュー

平
和
と
吉
祥
の
折
鶴

　

勅
使
河
原
茜
家
元
は
8
月
、広
島
県
・

長
崎
県
両
支
部
へ
、平
和
へ
の
祈
り
と

創
流
1
0
0
周
年
の
吉
祥
を
込
め
た

「
折
り
鶴
」を
贈
っ
た
。

　

昨
年
の
長
崎
で
の
家
元
作
品
に
感
銘

を
受
け
た
広
島
県
支
部
か
ら
の
リ
ク
エ

ス
ト
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、今
年

8
月
の
長
崎
原
爆
資
料
館
で
の
献
花
作

品
と
、10
月
開
催
の
広
島
県
支
部
展
に

て
飾
ら
れ
る
。

　

長
年
い
け
ば
な
を
通
じ
た
平
和
発
信

を
続
け
る
両
支
部
。二
つ
の
願
い
が
込
め

ら
れ
た
折
り
鶴
が
、花
と
と
も
に
恒
久

平
和
の
願
い
を
未
来
へ
繋
ぐ
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

こ
の
度
の
令
和
8
年
熊
本
地
震
、な
ら
び
に
相
次
ぐ
大
雨
被
害
に
よ
り
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、被
災
さ

れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
を
迎
え
、い
ま
だ
厳
し
い
避
難
生
活
や
復
旧
作
業
が
続
く

な
か
に
お
い
て
、皆
様
の
ご
健
康
と
ご
安
全
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。ま
た
、被
災
地
に
お
き
ま
し
て
救
済
と
復
旧
・
復
興
支
援
な
ど
の
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

皆
様
の
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
財
団
法
人 

草
月
会

ますます便利に！ 
草月メンバーズサイト
https://members.sogetsu.or.jp/login/

草月師範会会費・イベント参加費のクレジットカード決済
が可能となりました。パソコンやスマートフォンからお支払いができます
ので、銀行・郵便局・草月会館までお越しいただく必要はございません。

PC・スマートフォンをお持ちの方は、いつでも、どこでも利用可能です。

会費・イベント参加費などが
メンバーズサイト内で支払いが可能になりました！

［ 操作方法に関するお問合わせ ］ 会員サービス部　
TEL：03-3408-1120 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：members@sogetsu.or.jp

お困りごとはございませんか？ お気軽にお問合わせください

願いをこめて鶴を折る、勅使河原茜家元。

2027年4月は草月会館へ！ 
【 100 周年記念 家元特別展示 】

COLORS
2027年4月13日（火）～17日（土）、19日（月）
※創流祭の開催日の18日（日）は休み

（草月会館 5 階・日本間）
勅使河原茜家元による作品展。ペインティングを
中心とした新しい試みの展覧会です。

AT 賞展　
2027年4月16日（金）・17日（土）

（草月会館 1 階・草月プラザ）
AT賞は家元研究科で研鑽を積んでいる方 の々中か
ら、最終選考を経て家元により選出される賞です。

［ご注意］  4月18日（日）、19日（月）は、
 草月会館は休館となります。
　　　　 （19日は家元特別展示のみ観覧可能）
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● 学 校 い け ば な

絢爛華麗～ribbonで繋ぐ（学校文化祭）

鎌倉女学院中学校高等学校
指導：田中真理 他

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
「ribbon

」
の
2
つ
の
ワ
ー

ド
を
軸
に
着
想
。
14
名
の
力
を
結
集
さ
せ
た
6

年
間
の
集
大
成
に
拍
手
が
沸
き
ま
し
た
。
ま
た
、

初
の
試
み
と
し
て
体
験
教
室
も
実
施
し
ま
し
た
。　
　

2025年
9/27～28

課外授業で華道講習会 

岡山県立総社高等学校
指導：甲怒青修

家
政
科
の
課
外
授
業
で
講
習
会
を
実
施
。
1
回

目
は
基
本
立
真
型
と
自
由
花
、
2
回
目
は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
花
器
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
想
定
し
て
創

作
。家
元
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

2026年
2/10・17

入学式に

石川県立金沢西高等学校
指導：森光和

入
学
式
の
お
迎
え
花
、
受
付
テ
ー
ブ
ル
花
、
玄

関
花
を
部
員
8
名
で
制
作
し
ま
し
た
。
毎
年

保
護
者
の
皆
さ
ま
、
先
生
方
か
ら
ご
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

美術の授業で茶道、花道の歴史を学び体験

石川県立穴水高校
指導：角翠瑛

一
輪
挿
し
の
花
を
い
け
て
競
い
合
い
、
ゲ
ー
ム

感
覚
で
楽
し
み
、
剣
山
で
基
本
立
真
型
を
い
け

ま
し
た
。1

週
間
後
、
花
を
い
け
か
え
て
卒
業

式
の
花
と
し
て
玄
関
に
並
べ
ま
し
た
。

2026年
4/7

2026年
2/18
・3/2

茜家元から、大学生・高校生・中学生の皆さまへ、創流祭のご案内

いけばな草月流創流100 周年記念「創流祭」を、お友だちとご覧になりませんか。
いけばな×フルオーケストラ×講談による、圧巻のライブパフォーマンスを体感できる限定 600 席を、

学生の皆さまへご案内いたします。

● 申込方法
同封の申込用紙にご記入いただき、FAX・E-mail で
総務課宛てにお送りの上、参加費をお振込みください
（申込用紙に記載の郵便振替口座へご入金。満席になり
次第締め切り）。

● 注意事項
※上階 B席（後方）でのご案内となります。
※未成年は引率者必須でお申込みください。
※10 名様（限定 600 席／指導者、引率者、保護者含む）
よりお申込みいただけます。

※「学校いけばな」のご登録校を優先とさせていただきます。

● お問合わせ・お申込み （総務課）
TEL：03-3408-1154 ／ FAX：03-3405-4947 
E-mail：somu@sogetsu.or.jp

トヨタアリーナ東京に
みんな、来てね！

本
部
教
室
〒107-8505 

東
京
都
港
区
赤
坂
7-

2-

21
／ TEL

：03-3408-1209 

／ FAX

：03-3405-4947 

／ E-m
ail

：kyoshitsu@
sogetsu.or.jp

INFORMATION 教室情報

※日程、講師は変更になることがあります。また、天災及びその他不可抗力による事由により、開講を延期または中止する可能性がございます。予めご了承ください。
変更が生じた場合は随時告知いたしますので、草月流ホームページをご確認いただくか、教室運営課または草月WESTまでお問合わせください。
原則としてお支払いはすべて現金のみとなります。

金 土 月
テーマ 講師

14時 /18時 10時 30分 /14時 10時 30分 /14時
11月   13日 14日 16日 出会いと発見 小沢清香
12月   18日 19日 21日 花は、いけたら、人になる 家元

●申込方法：新入会をご希望の方は、TEL・FAX・E-mail で事前にご連絡ください。毎月の受講は、日程・
時間をご確認の上、ご来館ください。●受講料（家元）：15,000 円（花材費 2把分込み。同月2回目以降
は12,000 円）。／（本部講師）：13,000 円（花材費 2把分込み。同月2回目以降は10,000 円）　

※12月の家元担当月のご予約は、11月13日（金）正午 12 時より下記の方法で承ります。
①右記QRコード→家元研究科ページ→お申込みフォーム ②窓口 ③メール ④ FAX
申込み開始前の受付はいたしかねます。ご注意ください。

家元研究科

毎回テーマが設けられ、いけばなをさらに深く追究することを
目標とします。感性と技術を磨く最高の勉強の場です。草指
連会員の方なら、どなたでもご受講いただけます。
複数受講割引もスタート。より深く学ぶことができます。AT賞
選考対象クラス。

入会金・
再入会金が不要

複数受講割引あり!

●原則として3日間、水曜もしくは金曜 ● 18時（受付：17時 30分～19時30分）　●入会金：11,000円　●月謝（月3回分）：
13,000 円（花材費別 2,000円／都度払い） ※月3回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（5,000円・花材費別2,000
円／都度払い）。※家元教室・家元研究科（1回）への振替受講可。　※証書申請可能。　※遠方ワンレッスン受講も可（入会金
不要／ 1都 6県以外）。

再入会金が不要男子専科 初心者からベテランまで、男性限定のいけばな教室。いけばな作家
や男性指導者の育成をめざすクラス。ワンレッスン受講可能。

インターナショナルクラス 外国の方々を対象としたクラスです。授業は英語で行われます。

●毎週月曜日　●10 時 30 分～12 時 30 分　●受講料：7,000 円／１回（花材費込み。月4回目以降は6,000円）　
※証書申請可能。※祝日は休講となります。

11月
            6 日（金）　森  彩琳

12月
            4 日（金）　森  彩琳

           18 日（水）　秋山美晴            11 日（金）　西山光沙
　　　　27 日（金）　岡崎  忍 　　　　23 日（水）　秋山美晴

11月

　　　　　 2 日　 高木水染

12月

　　　　　 7 日　 坂口水恵
　　　　　 9 日　 福島光加 　　　　　14 日　 高木水染
　　　　　16 日　 石川己青 　　　　　21 日　 石川己青
　　　　　30 日　 高木水染

※
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いけばなを通して植物に親しみ、ものを造るよろこびや楽しさを体験する教室です。お正月やクリスマスなど、
季節のお花も取り入れたお稽古で創造力を育成します。ぜひこの機会に、ご家族や身近なお子さま方への
ご紹介をお待ちしております（詳しくは右記のQRから）。
実施期間：10月30日 ( 金 )まで　申込方法：お申込みフォーム（草月流ホームページ内）　※先着 10 名様限定

創流100周年記念 本部 「茜ジュニアクラス」 ＼入会金無料キャンペーン実施中／

第 45回みなと区民まつり　増上寺大殿ステージ舞台装飾
毎年恒例となった本イベントの舞台装飾を、今年は本部講
座「草月創流100周年記念 『草月の竹』 体験講座」クラス
が担当します。練習の成果を、ぜひご覧ください！　
舞台装飾は期間中常時、増上寺大殿前特設ステージにて
ご覧いただけます。

【 日      時 】10月10日（土）・11日（日）
【 会     場 】大本山 増上寺（港区・芝）  ※入場無料
【 制作担当】草月創流100周年記念 「草月の竹」 体験講座
　　　　　  クラス受講生（杉岡宏美師範指導）

2
0
2
5
年
（
第
44
回
）の
作
品

東京教室 草月WEST

日　   時：12月9日（水） 10時30分～16時
　 会　   場：草月会館4階教室
　 申込締切：11月27日（金）

　 日　   時：12月15日（火） 10時30分～16時
　 会　   場：草月WEST
　 申込締切：12月8日（火）

●受講資格：理事・顧問昇格試験受験希望者（お申込み多数の場合、今回受験予定の方を優先とさせていただきます）。
本番の昇格試験の受験は、親先生の推薦が必要です。●講師：小沢清香　●受講料 15,000 円（花材費、昼食代込み／東
京・草月WEST 共通）　●内容：午前／花型図　午後／実技　一種いけ剣山なし（予定）　
※内容は変更になる場合があります。
※2026 年度の昇格試験は、理事・顧問が同日に行われます。　
東京：2027 年 1月27日（水）　草月WEST：2027 年 1月24日（日）
【申込方法】はがき・FAX・E-mail などに、①名前②草月師範会会員番号③住所④電話番号⑤希望会場⑥推薦者のお名前（親
先生名）を明記の上、教室運営課、または草月WESTの「理事・顧問昇格試験　体験講座係」宛、東京は11月27日（金）、
草月WESTは 12月8日（火）までにお申込みください。お申込み後、受講案内と振込用紙をお送りします。
※お申込み後、2026 年度の受験予定の有無を確認させていただく可能性がございます。

いよいよ草月最高峰の資格に臨む皆さまへ、昇格試験模擬講座のご案内です！
皆さまからのご要望にお応えし、本番を再現したリハーサル形式で「解答用紙の書き方」や「花型図の描き方」など、昇格
試験のためのポイントを小沢清香師範が丁寧にご指導いたします。疑問点を解決し、万全の準備で試験に臨みましょう。

「理事・顧問昇格試験　体験講座」ご案内

赤坂で学ぶいけばな。最新の講座情報を手元にお届けいたします。
草月会館で行われる定例クラスや、その他レッスンスケジュールをLINEで配信します。登録無料。
本部教室に来たことのない方も、家元研究科などに一度参加してみませんか？　
［友だち追加方法］LINEアプリを開く→「友だち追加」→「QRコードを選択」→右記から読み込む

本部教室公式LINE 友だち募集中！
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●授業時間：10 時 30 分 ～ 16 時　●受講料（材料費・昼食代込み）：15,000 円。入会金なし ●申込資格：草月師範会
会員 ●定員：40 名　●募集：随時受付中。郵便振替または会員サービス部窓口でお申込みください。［郵便振替口座］口
座番号：00180-6-119808 ／加入者名：（一財）草月会 教室運営課　※払込取扱票の通信欄に①受講希望日②会員番号
③名前④（お持ちの方は）メールアドレスをご記入ください。●申込締切：定員になり次第締め切り。※お申込み後のキャン
セル・ご返金はいたしかねます。※2026 年度より、ご入金後のお取り消し（ご返金および他の月への振替）はご容赦ください
ますようお願い申し上げております。皆さまのご参加をお待ちしております。

公開講座 見えてくる、新しい景色。公開講座は師範者のための学びの場です。
興味のある回を選んでご受講ください。

受講日 テーマ 講師 内容

11月25日
(水)

   創流100周年を祝う花
―「100にまつわるみんなの花」  
          に参加しよう！―

創流100周年記念イベント「100にまつわるみんなの花」に公
開講座で参加しませんか？水引や和紙を用いた華やかな
「祝い花」のいけばな制作と、Instagramで映える撮影ノウハ
ウを伝授！ 完成作品を投稿・応募し、仲間と共に100周年の
慶びを「花」で全世界へ一緒に発信しましょう！
※水引・和紙などの異質素材は検討中です。

12月19日
(土)

　  ビルダーカードで
  変幻自在のクリスマス
 ―塩ビと植物が魅せる
                     透明感―

塩ビ板から切り出す「ビルダーカード」と植物を融合させ、
透明感あふれる幻想的なクリスマス作品を作ってみませ
んか？
一片のパーツから広がる立体造形は変幻自在。光の差し込み
方や飾る場所によって表情を変える、不思議な魅力に出会え
ます。驚きと発見に満ちた、新しいクリスマスの世界へ！
※ビルダーカード：組み替えて自由に立体造形が作れる
カードパーツ。

11月 
火曜  　 10 日　五十野雅峰  　 17 日　篠崎洵雅  　 24 日　片山  健
木曜  　 5 日　加藤久美子  　 12 日　石川己青  19 日　澤田晃映

12月 
火曜  　  8 日　篠崎洵雅  　 15 日　加藤久美子  　 22 日　中村草山
木曜  　  3 日　隅出美泉  　 10 日　石川己青  　 17 日　五十野雅峰

●原則として6日間、第 1・2・3火曜と木曜　●10時 30 分 /14 時 /18 時（各日3回開講）　●入会金：11,000円　
●月謝（月3回分）：13,000 円（花材費別 2,000円／都度払い） ※証書申請可能。　※再入会金無料。再入会をご希望の
方は事前にご連絡ください。※月3回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（5,000円・花材費別2,000円／都度払い）。

家元教室 資格を問わず、どなたでもご参加いただけるいけばな教室です。
ワンレッスン受講することもできます。

再入会金が不要

2026年度 講師特別テーマ：花伝書とわたし
創流 100周年を前に、草月いけばなの原点のひとつである『花伝書』を 8名の講師それぞれの想いと共に

　深く掘り下げ、そこから新たな表現や学びを創造することを目指します（上記日程の青字の日に実施します）。

■篠崎洵雅師範によるデモ作品例（7月）
一花一葉
「花を愛したのでは、いけばな
は生まれないと思う。」
「わたしは植物を野獣だと思う
ことがよくある。そして、そこ
に夢中にさせられているようで
ある。」
「一花一葉に自然の万象が含まれ
るのだ」
（『花伝書』P.41～45）

花は語る
「自然をいかに変えたかという
ことが、いけばなの大事な要素
である。」
「知覚で自然を見ることは、どこ
まで行っても芸術にはならない。
すぐれた感覚からのみ、よい芸術
は生まれる。」
（『花伝書』P.46～53）
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草月会館・草月WEST 共同同時開催講座！

あなたのクラスの作り方 2026
　　　　　　　　　　　―好きが、もうひとつの仕事になる―  （1日講座／全 5回）
「好きが、もうひとつの仕事になる」
そう聞くと“今すぐ教室を始めたい人の話 ”に思えるかもしれません。でも実は、「いつか教えてみたい」と思っ
ているあなたにも、同じことが言えます。
いけばなを“習ってきた人 ”から、いけばなを“伝える人 ”へ。
この講座では経験を価値に変え、小さく教えることから始める具体的なステップをお伝えします。
今すぐ一歩を踏み出したい方も、リタイア後に向けて準備したい方も。「好き」を、次の役割に変えてみませんか。
※本講座の午前の部は、草月会館教室と草月WESTをオンラインで結び、双方向でコミュニケーションをとり
ながら同時進行いたします。

受講日 時間 講師 テーマ（午前） テーマ（午後）

第1回：11月8日（日）
東京：秋山　京都：森

午前
10時30分  
     ～
 11時30分

午後
13時～16時

※昼休憩     
あり

教室を始める？始めない？
～教室運営を将来の選択肢に～

指導の前に押さえたい技術①
後ろいけと花型図

第2回：12月6日（日）
東京：森　京都：秋山

教室開始までの実務
                   ～やる事・考える事～

指導の前に押さえたい技術②
応用花型

第3回：2027年
　　　1月10日（日）
東京：秋山　京都：森

お金の話あれこれ
　 ～税理士さんをお招きして～
特別講師：松前美里氏
　　  （会計事務所BayAlive）

指導の前に押さえたい技術③
異質素材

第4回：2月14日（日）
東京：森　京都：秋山

指導の不安を解消する
      ～講評の大切なポイント～

指導の前に押さえたい技術④
「単純化の極」
「足元を見せる構成」

第5回：3月7日（日）
東京：秋山　京都：森

生徒の獲得・自身の活動 指導の前に押さえたい技術⑤
「剣山なしで水盤にいける」

秋山美晴

森 彩琳
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T
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11月
金曜        6 日    中村草山      13 日　 五十野雅峰 　  27 日　 石川己青
土曜  7 日  　〃      14 日 　  〃  　 28 日       〃

12 月 
金曜        4 日    岡本青珠      18 日　  中村草山 　  25 日　加藤久美子
土曜  5 日  　〃      19 日 　  〃 　  26 日　      〃

家元研究科 受講者自らの植物表現を追求し、感性と技術に磨きをかけるクラスです。 
新入会・再入会大歓迎。AT 賞選考対象クラス。

●申込方法：はがき・ＦＡＸ・E-mailなどの書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・会員番号をご記入の上、
草月WESTまでお送りください。 ●受講料（家元）：15,000円（花材費込み。同月2回目以降は12,000円）／（本部講師）：12,000
円（花材費込み。同月2回目以降は9,000円）

●月3回　金曜・土曜  ●金曜（14時30分／18時30分）、土曜（10時30分／14時30分）　●入会金：11,000円　●月謝：12,000円
（月3回分。花材費別：1把900円）●申込方法 ： はがき・ＦＡＸ・E-mailなどの書面で、希望日時・名前・雅号・住所・電話番号・資
格・門下別・会員番号をご記入の上、草月WESTまでお送りください。 ※証書申請可能。 ※月3回受講することが難しい方はワン
レッスン受講も可能（5,000円。花材費別／都度払い）。 ※見学可能。

毎回テキストのテーマからの2作、講師のデモンストレーションがあり
ます。たっぷり勉強できる充実の2時間。家元教室

入会金・
再入会金が不要

再入会金が不要

土曜日14時30分からの家元教室は、オンラインでも受講できます！

金曜 土曜
テーマ 講師

14時30分 10時30分 /14時 30分
11月 20日 21日 　 　 花伝書より「いけばなの創造・新しさ」 片山健

12月 11日 12日
　 　　     花は、いけたら、人になる
※両日とも出版部の取材が入ります。優秀作品に
選ばれた作品は、季刊『草月』2027 春号に掲載さ
せていただきます。

家元

2027年1月 22日 23日 　  100周年へ向けたカウントダウンシリーズ①
　　　　　※テーマは次号で発表します。 中田和子

公開講座 ご希望のクラスを１回ごとにお申込みいただける魅力ある講座です。
講師の個性がいかされたテーマにチャレンジできます。ぜひご受講ください。

●授業時間：13 時 30 分～ 16 時 30 分 ●受講料：6,000円（教材費別。3,000 ～ 5,000円程度） ●申込資格：草月師範会
会員 ●定員：20名程度 ●申込方法：はがき・FAX・E-mail などの書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・
門下別・会員番号をご記入の上、草月WESTまでお送りください。●申込締切：開催日の前々週の週末（ただし定員になり
次第締め切ります）。※日程、講師は変更になることがあります。予めご了承ください。

受講日 テーマ 講師 内容

12月17日(木)
新感覚のお正月花
―アルミワイヤーと
水引で、新しい世界へ―

考え過ぎず、直感を大切に制作します。思い描いた通り
にならなくても、その偶然性から思いがけない美しい形
が生まれます。失敗を恐れず、偶然が生み出す面白さや、
新しい表現との出会いを楽しみながら、新感覚のお正月
花を完成させます。

2027年
2月17日(木)

ホワイトメッシュ
　　   ＋のび～る粘土
　　自分の思いを
　　楽しく表現！

草月WESTの明るい空間に誘われて、あなたのいけばな
への思いを表現しましょう。ホワイトメッシュ素材に伸
縮性の高い紙粘土で自由に描き、さらに生の植物を融合
させます。壁面を意識した作品や花器（複数可）を使用し
た作品を想定していますが、自由な発想で、草月WESTの
空間に取り組まれることも望んでいます。

西山光沙

石川己青

●申込方法：①右記QRコードより ②ＦＡＸ・E-mailなどの書面で、名前・電話番号・会員番号・受講料の
全納または分納のご希望をご記入の上、草月WESTまでお送りください。●申込資格：草月師範会会員　
●受講料：60,000円（全5回／材料費・昼食代込み／全納または分納：30,000円×2の選択可） 
●申込締切：10月20日（火）
※参加会場は回ごとに変更可能です。花材や昼食の準備がございますので予めお申し出ください。
※お申込みをいただいた方には事前にアンケートをお配りします。皆さまの疑問や不安をお知らせください。
※内容等変更になることがあります。予めご了承ください。
お問合わせ　草月WEST　TEL:075-366-3647  FAX:075-366-3648　E-mail：west@sogetsu.or.jp

本部家元教室（東京・京都）「遠方ワンレッスン（家元教室入会不要）」のご案内  
ご旅行やご出張などで東京・京都にお越しの際に、草月会館（東京）・草月WEST（京都）で、本部家元教室、
男子専科のレッスンを1回から受講できる「遠方ワンレッスン」をご利用いただけます。
■入会金不要　■受講料（花材費込み）草月会館：7,000円    草月WEST：6,800円
■対象
草月会館：東京・神奈川・埼玉・千葉・群馬・栃木・茨城以外にお住まいの方
草月WEST：京都・大阪・兵庫・奈良・滋賀・和歌山以外にお住まいの方
■申込方法：事前にメールまたはFAXにて、受講を希望する教室（東京または京都）にお申し込みください。
■申込資格：草月を学んでいる全ての方
※ご受講の際は事前に親先生の承諾が必要です。その場合に限り、特例としてテキストの押印は行います。
※「遠方ワンレッスン」は昇格対象外です。昇格をご希望の場合は家元教室、男子専科への入会が必要です。
※「遠方ワンレッスン」は受講記録が残りません。
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各地の展覧会

「花、在る」（秋山美晴社中展） 10月11日（日）・12日（月・祝）　
CASICAスタジオ（東京・江東区） 秋山美晴 hanaaru2026

@gmail.com

第27回 大澤秀紅社中展「花は心」
10月11日（日）・12日（月・祝）　
11日：10時～18時　12日：10時～16時
三島商工会議所TMOホール

大澤秀紅 ☎090-3305-0995

載本春民教室展
「異質素材でいけばな・楽」

10月15日（木）～17日（土）　10時～17時
八戸ポータルミュージアム1階 ギャラリー1 載本春民 chirachika81

@gmail.com
幸草会 いけばな展
「もりおか町家物語館」にいける

10月31日（土）・11月1日（日）
もりおか町家物語館 浅沼麗和 090-3362-7784

平石丹珠萠個展 11月5日（木）・6日（金）　京都市国際交流会館 平石丹珠萠 ☎ 075-871-5429
北村青葭社中展
「花笑う ～時にきらきら・刻にゆらゆら～」
いけばなグループ「ふあり」

11月5日（木）～10日（火）　11時～17時
京王聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター
AB館5階連絡ブリッジギャラリー

北村青葭 ☎090-9830-7892

「花と出逢い、今、そして…」
杉岡宏美社中展

11月6日（金）・7日（土）　
STUDIO OSK（東京・目黒区） 虻川愛 ☎090-3427-4848

Afterglow ―残照―
（モランジュ真紀子社中展）

11月6日（金）～8日（日）　
Regent Hong Kong（香港・九龍） モランジュ真紀子 makikomorange

@gmail.com
森林公園Harmony with Nature 
「トゥーランドットXIX」2026

11月12日（木）～2027年1月11日（月・祝）　
国営武蔵丘陵森林公園 金田紫星 ☎ 090-8016-6598

草月創流100周年記念
Team Albelo 「 Ikebana Expression 」

11月14日（土）・15日（日）　
富山県民会館 3階 ギャラリーC 亀谷美樹 ☎ 076-492-6120

刻（とき）をいける―12人の息吹
（レッツ・トライ・デモンストレーション8期発表会）

11月28日（土）・29日（日）　
けやきの森 季楽堂（東京・練馬区） 堀蕙柯 ☎ 090-1253-8940

燿の会いけばな展　ひらく・つながる・未来　
―いけばなって、おもしろい！―

11月28日（土）・29日（日）　
富山県民会館 2階ギャラリーB 立野藍 ☎ 076-421-9610

福島光加展 12月3日（木）～6日（日）　
YUY GALLERY（東京・江東区） 福島光加 ☎090-8088-2824

SYC東京1企画展
 「This is SYC TOKYO1 -prologue-」

12月13日（日）～20日（日）　
KS46Wall（東京・千代田区） 橋本佳蘭 karan@ymail.ne.jp

創流100周年記念　100の会「お祝い花」 2027年1月15日（金）～17日（日）　
草月会館 1階 草月プラザ 佐藤容星 ☎ 03-3416-1920

とらや赤坂本店 3階茶寮
～10月28日 佐土原夏葉

赤坂見附10月29日～11月26日 服部馨苑
11月27日～12月25日 松谷茜篁

ザ・キャピトルホテル東急 3階ロビー・1階エントランス 常設 座・草月 溜池山王・国会議事堂前
ホテルニューオータニ東京 ロビー階 10月1日～11月10日 日向洋一 赤坂見附・永田町・麹町

ホテルOMO3 東京赤坂 フロント 10月 北島里夏 赤坂見附・赤坂11月 森島志鳳
フロント／竹オブジェ 常設 御手洗直己 赤坂見附・赤坂

横浜ベイホテル東急　 B1階神殿口・神殿前 常設 御手洗直己 みなとみらい･桜木町
ラフォーレ原宿 GR8 2.5階 常設 高嶺一染 明治神宮前･原宿
ホテルエミオン京都 3階ロビー 常設 京都支部 梅小路京都西

草月会館日本間
開場時間:初日は午後から、最終日は午前中まで

～10月9日 粕谷星華

青山一丁目10月13日～24日 元田紫葉
10月26日～11月6日 本江霞庭
11月9日～20日 河目照甫

年間行事予定
10月15日（木） 財団理事会（草月会館）
10月21日（水）～26日（月） 第107回草月いけばな展（日本橋髙島屋）　
11月1日（日）～8日（日） 山中花回廊（石川県加賀市山中温泉）※石川県支部・福井県支部・富山県支部
11月7日（土）～23日（月） 沼津御用邸　hana・花・シンフォニー（静岡県沼津市）
11月27日（金）～2027年1月9日（土） 勅使河原宏生誕100周年記念展「Hiroshi Teshigahara: Early Works」（草月会館2階／草月プラザ）
12月1日（火）～2027年1月8日（金） 花の歳時記（クリスマス～お正月）（草月会館入口）
2027年1月17日（日） 昇格お披露目2027（草月会館2階談話室）
2027年1月20日（水） 財団理事会（草月会館）
2027年4月18日（日） 草月創流100周年記念創流祭（TOYOTA ARENA TOKYO）・パーティー（ホテルニューオータニ東京）
2027年4月13日(火)～17日(土)・19日（月） 100周年記念家元特別展示（花・陶・ペインティング）「COLORS」（草月会館5階日本間）　

【草月会館土・日・祝日特別開館日】草月会館の特別開館日は、以下の通りです。その他の土・日・祝日、夏季・冬季休館日中は、草月会館
は休館しております。10月24日（土）、11月14日（土）、12月19日（土）   ※草月WESTは月曜定休。臨時休業もありますので、お問合わせください。

フラワーク　 ※各日程は急遽変更になる可能性があります。

本部主催支部研究会・講習会
岩手県支部 10月18日（日） 研究会　盛岡市総合福祉センター 4F講堂 千葉緑楓 ☎ 019-663-4414
長崎県支部 10月31日（土） 研究会 アルカスSASEBO　交流スクエア 小島星女 ☎090-5387-5985
大阪支部 11月29日（日） 研究会　天王寺区民センター 小林郷清 ☎090-7765-7855
奈良県支部 2027年1月31日（日） 研究会　草月WEST 畑中星鷲 ☎ 090-7758-1430

支部展・支部主催イベント
熊本県支部展　
「草月創流100周年記念 熊本県支部いけばな展
『花は語る～未来へ～』」

10月2日（金）～4日（日）
（株）鶴屋百貨店 東館7F大ホール 山口夢花 ☎ 096-286-3455

栃木県支部展　地区いけばな展（県央）　
「＝100へのPROLOGUE＝～CENTRAL～」

10月3日（土）・4日（日）
大谷コネクト 木村爽陽 ☎090-7830-7792

福井県支部展　
「創造と遊び」

10月3日（土）・4日（日）
第1会場：越前陶芸村 文化交流会館
第2会場：草月陶房

久保田知仙 ☎ 090-2125-6799

広島県支部展　
「草月創流100周年記念 『いける。生きる。』」

福山会場：10月3日（土）・4日（日）
広島県民文化センターふくやま
地下イベントプラザ
広島会場：11月7日（土）・8日（日）
広島県民文化センター地下第1、2、3展示室

髙橋篁赫 ☎ 082-251-4572

石川県支部展　
「ともに創る　未来へつなぐ」

10月10日（土）～12日（月・祝）
金沢21世紀美術館　
地下1階　市民ギャラリーB

中谷萠洋 ☎ 0761-57-0397

東京西支部展　
「第30回 創流100周年／東京西支部発足30周年記念
『よみがえる樹々のいのち』展ツナゲル⇔ツナガル」

10月13日（火）～11月29日（日）
国営昭和記念公園 樋口翠翔 ☎ 090-6040-8101

岡山県支部展　
「輝け！きらり！わたしの花」

10月19日（月）～25日（日）
愛美赤煉瓦館（倉敷アイビースクエア） 三宅寿肇 ☎ 086-428-2558

宮崎県支部展　
「舞～ひなたの空へ～」

10月24日（土）・25日（日）
宮崎空港 オアシス広場 石田南憧 ☎ 0985-47-8770

宮城県支部展
「100周年への想い『花は心』～新たなる挑戦へ～
La La La　来場者と楽しむ」

11月1日（日）～3日（火・祝）
国営みちのく杜の湖畔公園 小山萩里 ☎ 022-266-8756

長崎県支部展
「いけばなリレーin SASEBO」
「いけばなリレーin ISAHAYA」

佐世保会場：11月1日（日）～3日（火・祝）
アルカスSASEBO　交流スクエア
諫早会場：11月7日（土）・8日（日）
諫早市立諫早図書館

小島星女 ☎ 090-5387-5985

三重県支部展
「とこわかに～」

11月22日（日）・23日（月・祝）
旧長谷川治郎兵衛家・旧小津清左衛門家 平松渓美 ☎ 059-222-2318

東京北支部（イベント）※座・草月パフォーマンス
「東京北支部主催　創流100周年記念行事　
　　　　　　　　　　  座・草月公演『歩の刻』」

12月5日（土）
シアター1010　ギャラリー 齋藤瑛康 sotokyokita

@gmail.com

千葉県支部展
「『いけばなは世界をめぐる』
～Traveling in the World with My IKEBANA～」

2027年1月7日（木）～12日（火）
ホテルニューオータニ幕張 谷内裕珠 ☎ 043-308-3073

神奈川県支部展
「創流100周年記念  草月会神奈川県支部  記念行事
『花遊戯PartⅨ』～ 100年の軌跡がえがくMIRAI ～」

2027年1月30日（土）・31日（日）
横浜市役所アトリウム・市民協働推進センター 久野一匡 ☎ 090-1806-3810

京都支部展
「創流100周年記念草月会京都支部いけばな展（仮）」

2027年2月6日（金）・7日（土）
ホテルエミオン京都 奥萩広 ☎ 075-754-8226

鹿児島県支部展
「いける。生きる。（仮）」

2027年2月12日（金）～14日（日）
カクイックス交流センター（かごしま県民交
流センター）

木山智春 ☎ 099-259-2354

愛媛県支部展
「草月創流100周年記念いけばな展・愛媛」

2027年2月19日（金）～21日（日）
萬翠荘 玉井汀州 ☎ 090-9458-1477

和歌山県支部展
「草月百年 ～花わらう 花ひらく～」

2027年3月21日（日）・22日（月・休）
和歌山県JAビル アグリテラス 仁儀菫宵 ☎ 090-7117-8945

家元出品

家元出品家元出品家元出品家元出品

家元出品

家元出品

家元出品

家元出品

家元出品

CALENDAR カレンダー
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INFORMATION お知らせ

【特別講座】いけばなの源流 ―古典花道の思想と歴史から
草月のいけばなはどのような背景から生まれたのでしょう
か。この講座では勅使河原蒼風『草月五十則』『花伝書』
を手掛かりに、室町時代以降の古典花道の思想と歴史
を辿りながら、いけばなの源流を探ります。
※本講座は実際に花をいける実技ではなく、講義を聴き
ながら理解を深める内容を予定しております。

【 講師 】
村井孝行（むらい・たかゆき）
東京大学人文社会系研究科美学
芸術学博士課程中退。専門分野
は室町時代の花道伝書を中心とす
る日本中世芸道思想の研究。古典
花道と花道伝書研究を岡田幸三師
に師事。花道伝書の翻刻として池
坊専定「生花巻（文化七年相伝）」（『生花資料集成』
2001 年 / 茶華企画）等。「滴の会」同人。

【 ナビゲーター 】
州村有加（すむら・ゆか）
1995 年草月新人賞、草月論文受
賞を機に、草月出版を経て、花道
家として活動。草月流を創流時より
支えた大叔父・大久保雅充、祖父・
州村公束、母・州村衛香と３代に
わたり、家業としていけばなの活動
を行う。一般社団法人ジャパン・フラワー&コミュニケー
ションズ代表理事。

【 日時 】
第 2回：11月3日（火・祝）
第 3回：2027 年 2月7日（日）
各回とも14：00 ～（90 分程度）
※第 1回 (9/6)は終了いたしました。
【 受講対象者 】どなたでも

【 受講料 】
受講方法を以下 2通りからお選びいただけます。
①対面（草月会館にご来館）の場合
草月師範会 会員：3,500円（税込）　
草月師範会 会員外：4,500円（税込）
②オンライン（Zoomを利用）の場合
草月師範会 会員：3,000円（税込）
草月師範会 会員外：4,000円（税込）

【申込方法】
①対面（ご来館）
ご来館、FAX、メール、電話のいずれかの方法にて事業
課までお申込みください。追って払込票をお送りいたしま
す。当日は直接草月会館までお越しください。
②オンライン通信
Peatixサイトから直接お申込みいただけま
す。開講日近くになりましたら受講用URL
をお知らせいたします。また、後日見逃し
配信（期間限定）をいたします。

【 お申込み開始日 】
申込受付中　
※対面受講は定員になり次第締切ります。
※オンライン受講の定員締切はありませんが、申し込み期
限がありますのでご注意ください。

お問合わせ ［ 事業課 ］　TEL：03-3408-1156 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：kikaku@sogetsu.or.jp

【 配信 】創流100周年企画「映像で知る草月」
創流 100周年企画として、過去の草月を映像で辿るシリーズです。今回は、1990 年に開
催された「花博」での貴重な映像を配信いたします。この機会にぜひご覧ください！

【配信映像】花博（幻想庭園）1990 年　
【受講対象者】草月を学んでいる方ならどなたでも
【視聴方法】以下 URL、もしくはQRコードよりアクセスしてください。
https://webinar.sogetsu.or.jp/
【視聴期間】2026 年 12月31日 23：59まで　【視聴料】1,100円（税込）

配信サイトはこちらから↑

1990花博　幻想庭園




